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   The effect of oxybutynin on lower urinary tract function was studied by combined recording of cys-
tometry and sphincter electromyogram (EMG) in 7 decerebrate dogs. Micturition was induced by 
bladder filling before and after oxybutynin. The statistical analysis was carried out on the urodynamic 
parameters. 
  Oxybutynin at a dose of 30,100, and 300 pg/kg significantly increased the threshold volume during the col-
lecting phase in a dose dependent manner. In the urodynamic parameters of the emptying phase 
considered to be influenced by cholinergic activity there was a small but significant decrease in maximum 
pressure only at 300 ag/kg. Therefore, oxybutynin is probably acting as a strong antispasmodic agent. 
Oxybutynin seems to be useful for the relief of symptoms associated with detrusor instability and by-
perreflexia. 
                                                 (ActaUrol. Jpn. 34: 1383-1387, 1988)
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図とを記録 した(Fig・1)・オキ シブチ ニンの投与は
前腕皮静脈からoneshot静注で行い,投 与量は,
西沢,ほか:オ キシブチニン・下部尿路機能
30,loo,300Ptglkgの三 段 階 と した.コ ン ト ロー ル時
と各投 与量 投与 後3～5分 よ り膀 胱 内 注入 を 開 始 し,
それ ぞれ,1回,合 計 で4回 の排 尿 サ イ クルを惹 起 し




尿量(residualv。lumc),排尿終 了 後 膀 胱 収 縮 圧
(aftervoidingcontractionpressure)の7項目と
した.Fig.2は膀 胱 容量,閾 値 圧,最 大 膀胱 内圧 お
よび排 尿 終 了後膀 胱 収縮 圧 の模 式 図で あ る.排 尿量 は
外 尿道 口か らの排 出液 を 集め て 測定 した.排 尿 時間 は
尿 流が外 尿道 口か ら流 出 した 時 か ら終 了す る まで を 肉
眼 的に観 察 して ス トップ ウ ォ ッチ で計 測 し,残 尿量 は
排 尿終 了後 に2腔 カテ ー テルの 注入 路 よ り膀 胱 内 容液
を吸引 して 測定 した.測 定 値 につ いて は,pairedt
テス トに よ り推 計学 的 検討 を加 え,危 険 率5%o以上を
有 意の変 化 と した.
1385
オキ シブ チ ニ ン30,100,300μ9/kg投与 後 には それ
ぞ れ52,57,61m1で排 尿 が 生 じ,尿 道 括 約筋 の活動
は コ ソ トロー ル時 と同様 で あ った,ま た,排 尿終 了後
膀胱 収 縮 圧 も36,40,24,20cmH20と変 化 した.
Fig.4に,各 個 体 に おけ る蓄尿 時 の排 尿 動態 パ ラ
メー タ ー であ る膀 胱 容 量,閾 値 圧 の変 動 を 示 した.
Fig.5に各個 体 に お け る排 出時 の パ ラメ ー ターで あ
る最 大 膀胱 内圧,排 尿 量,排 尿 時間,残 尿 量 の変 動 を
示 した.
Tablelに7頭 に お け る コ ン トロー ル時 と投 与 後
の排 尿 動 態 パ ラ メー タ ーの平 均値 と 標 準 偏差 を 示 し
た.投 与 後 の排 尿動 態 パ ラ メー ター の平均 値 を コ ン ト
ロール時 の 平均 値 に対 す る%表 示 にす る と,30μg/kg
投与 後に は 膀 胱 容量,閾 値 圧,最 大膀 胱 内 圧,排 尿








































































104・3,IOO,257.1%であ った.100μg!kg投与 後 に は
126.1,106.9,93.9,8Z6,103.9,578.6%であ っ
た,300μg/kg投与 後 には134・6,lo6・9,90・2,75・4,
Il3・6,578.6%であ った.推 計学 的 検 討結 果 で は膀 胱
容量 が30,100,300μg/kg投与 後 のいず れ に おい て
も有意 に 増 加 し,最 大膀 胱 内圧 は300Ptg/kg投与 後
の みに 有 意 の減 少 が認 め られ た(Tablel).
7頭 中5頭 で は排 尿終 了 後 に膀 胱 の収 縮 が 生 した が
そ の 内圧 は投 与前,30,100,300μglkg投与 後 で,
47。2±18.8,20.8±29.7,10.4±14.3,4.0±8.9cmH20
と変 化 し,推 計 学 的に は100.300μ9/kg投与 後 に
有 意 の低 下 が 認め られ た.
考 察
オキ シプチ ニ ンは抗 ム ス カ リン と平 滑 筋 弛緩 お よび
局 所 麻酔 作 用 と を 合 わ せ 持 つ 薬 剤 で,米 国Mead
Johnson社か ら開 発 さ れ て,す で に頻 尿 治療 薬 と し
て欧 米 に お いて は発 売 され てい る.化 学 名 は4・dictyl・
amino-2・butynyl(±)一α。cyclohexy1一α口phenylgly.
collatehydrochlorideで,glycolicacidの2・bu-
tynylester誘導 体 で あ る.
本 実 験成 績 か らは作 用機 序 と して この薬 剤 が有 す る
平 滑 筋 弛緩,抗 ムス カ リ ン,局 所 麻 酔作 用 の 働 ぎ方 の
程 度 に つ いて は決 定 的 な こ とは言 え な い.し か し,コ
リナ ージ ッ ク作 用 が お もに作 用 して い る と思 われ る排
尿 時 に お け る排 尿動 態 パ ラ メー タ ー へ 対 して 本剤 が
与 え た影 響 を み る と,最 大膀 胱 内 圧 が300μg!kg投
与 後 のみ に お いて 有意 の減 少 を示 した こ とか ら,そ の
影 響 は小 さか った もの と判 断 され た.本 剤 の本 実 験 で
示 した 抗 ムス カ リン作 用 の 強 さは これ ま で のitlvitro
膀胱 平 滑 筋筋 条 片 を用 いた基 礎 的検 討ll・12)と同様 で,
平 滑筋 弛 緩作 用 と比較 す れ ば,弱 い もの と 考 え ら れ
た.な お,臨 床 上 問題 とな る こ とが 多 い残 尿が 増 加 す
る な ど排 出能 を 著 し く低下 させ る よ うな こ とは な か っ
た.
一方 ,蓄 尿 時 の排 尿動 態 パ ラ メー タ ーへ の影 響を み
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